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背背景景・・目目的的 

１．中深層生態系の主要構成生物であるオタマボヤ、クラゲ類等のゼラチナスプランクトンは、仔稚

魚の捕食者あるいは餌料競合者として水産資源に影響を及ぼす。 

 

２．ゼラチナスプランクトンは脆弱なため、ネット採集等による従来の手法では正確な現存量の把握

が困難であった。 

 

３．曳航式 VPR（Video Plankton Recorder)を利用することで、この問題を解決できると考えられた。 

 

成成果果 

１．VPR曳航法の確立、 画像記録条件の検討により、鮮明な画像が得られた（図

１）。 
 
２．VPRではプランクトンネットによる

採集結果に較べ、クラゲ類の個

体数密度が数十倍高い場合があ

った（図２）。 
 
３．従来より高精度でクラゲ類の分

布構造や現存量の把握が可能と

なった。 
 
波波及及効効果果               

１．VPR観測手法の確立により、広域かつ迅速

な動物プランクトンモニタリングが可能とな

る。 

 

２．ゼラチナスプランクトンの正確な現存量、時

空間分布が把握され、仔稚魚の捕食者や餌

料競合者として水産資源に及ぼす影響が明

らかになる。 
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図１ VPRで得られたゼラチナスプランクトンの画像 

図２ クラゲ類についてVPRとモックネスネットの採集結果の比較 


